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本
論
文
は
、
言
説
の
共
時
態
に
着
目
し
た
俳
句
史
叙
述
、「
俳
句
言
説
史
」
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
既
存
の
俳
句
史
研
究
は
句
風
の
変
遷
を
跡
付
け
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
お
り
、
そ
の
裏
付
け
と
し
て
同
時
代
の
主
要
な
俳
論
を
し
ば
し
ば
引
証
し
て
き
た
。
し
か
し
、
参
照
さ
れ
る
言
表
は
従
来
極
め
て
限
定
的
で
、
多
く
の
場
合
、
既
存
の
論
点
を
追
認
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
有
力
俳
人
の
実
作
や
俳
句
観
の
変
遷
を
各
々
の
自
律
的
な
進
歩
、
発
展
と
し
て
捉
え
る
と
き
、
そ
れ
ら
を
駆
動
さ
せ
る
同
時
代
言
説
の
力
学
は
却
っ
て
見
え
に
く
く
な
る
。「
俳
句
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
を
多
角
的
に
考
究
す
る
た
め
に
は
、
各
人
の
俳
句
観
を
浮
上
さ
せ
る
言
説
の
共
時
態
を
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 
 
本
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
下
、
俳
句
に
関
す
る
言
表
を
包
括
的
に
捉
え
る
視
座
と
し
て
「
俳
句
言
説
」
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
近
代
俳
句
史
を
単
線
的
に
進
歩
す
る
普
遍
的
な
実
体
と
し
て
で
は
な
く
、
共
時
的
な
言
説
の
中
で
様
々
に
変
容
す
る
動
態
と
し
て
捉
え
直
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
新
派
俳
壇
を
牽
引
し
た
正
岡
子
規
、
高
浜
虚
子
、
河
東
碧
梧
桐
の
三
者
に
焦
点
を
絞
り
、
彼
ら
が
如
何
な
る
時
勢
の
中
で
持
説
を
展
開
、
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
か
を
検
証
す
る
。
ま
た
、
主
た
る
考
察
範
囲
は
、
子
規
の
俳
句
革
新
が
本
格
化
し
た
明
治
二
十
五
年
か
ら
、
虚
子
が
小
説
へ
と
傾
斜
し
始
め
、
碧
梧
桐
が
第
一
次
全
国
行
脚
を
終
え
た
明
治
四
十
年
ま
で
と
す
る
。
一
連
の
考
察
を
通
じ
、
従
来
権
威
化
さ
れ
て
き
た
日
本
派
中
心
の
俳
句
史
を
、
そ
の
内
部
か
ら
批
判
的
に
見
直
し
た
い
。 
 
本
論
文
は
、
三
部
二
十
一
章
（
内
、
補
論
四
章
を
含
む
）
か
ら
構
成
さ
れ
、
各
部
の
主
た
る
問
題
意
識
に
即
し
な
が
ら
、
子
規
、
虚
子
、
碧
梧
桐
を
め
ぐ
る
俳
句
言
説
の
諸
相
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
以
下
、
各
章
の
内
容
を
慨
述
す
る
。 
  
 
第
一
部
「
ジ
ャ
ン
ル
横
断
と
俳
論
の
変
転
―
―
正
岡
子
規
に
よ
る
俳
句
革
新
―
―
」 
第
一
部
で
は
、
共
時
的
な
文
脈
の
中
で
様
々
に
変
容
す
る
子
規
の
俳
句
観
を
、
ジ
ャ
ン
ル
の
横
断
と
い
う
観
点
か
ら
再
評
価
す
る
。
ま
ず
第
一
章
か
ら
第
三
章
で
は
、
明
治
二
十
年
代
後
半
の
言
説
を
中
心
に
、
子
規
に
よ
る
俳
句
革
新
の
基
本
路
線
を
確
認
し
、
そ
れ
が
日
清
戦
後
の
時
流
の
中
で
屈
曲
し
て
い
く
過
程
を
追
う
。 
 
第
一
章
「「
平
民
文
学
」
へ
の
抗
い
―
―
俳
句
革
新
の
出
発
点
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
で
は
、
俳
句
革
新
出
発
期
の
子
規
俳
論
を
、「
平
民
文
学
」
へ
の
反
抗
と
い
う
観
点
か
ら
読
み
解
き
直
す
。
当
時
の
文
学
史
叙
述
に
お
い
て
、
語
彙
や
詩
形
の
平
明
な
俳
句
は
「
平
民
文
学
」
の
一
種
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
山
路
愛
山
ら
民
友
社
の
論
客
も
「
思
想
」
の
流
布
に
資
す
る
「
平
民
文
学
」
の
確
立
を
期
し
て
い
た
。
対
す
る
子
規
は
、
俳
句
の
平
民
性
を
根
本
か
ら
切
り
捨
て
る
こ
と
で
、「
文
学
」
的
な
俳
句
像
を
仮
構
し
た
。
当
時
の
彼
は
、「
解
し
易
」
さ
を
以
て
俳
句
を
享
受
す
る
人
々
を
「
無
学
文
盲
」
と
一
蹴
し
、
同
時
に
、
芭
蕉
句
の
瑕
瑾
を
様
々
に
論
う
こ
と
で
そ
の
権
威
性
を
貶
め
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
傍
ら
、
俳
句
を
「
簡
単
」
な
「
天
然
」
に
適
し
た
詩
形
と
位
置
づ
け
つ
つ
、
平
易
な
俗
語
で
は
な
く
漢
語
を
肯
定
的
に
価
値
づ
け
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
子
規
の
俳
句
革
新
は
「
平
民
文
学
」
に
対
す
る
共
時
的
な
批
判
意
識
に
よ
っ
て
方
向
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
続
く
第
二
章
「
子
規
の
「
写
生
」
と
日
清
戦
争
―
―
視
覚
メ
デ
ィ
ア
と
文
画
壇
の
中
で
―
―
」
で
は
、
子
規
に
よ
る
「
写
生
」
受
容
の
実
態
を
、
日
清
戦
争
と
い
う
時
勢
の
中
で
読
み
解
い
て
い
く
。
子
規
は
日
清
戦
争
の
勃
発
と
相
前
後
し
て
中
村
不
折
か
ら
西
洋
絵
画
の
「
写
生
」
を
学
び
、
そ
の
直
後
に
記
者
と
し
て
従
軍
し
て
い
る
。彼
が
従
軍
前
に
詠
ん
だ
戦
争
俳
句
は
錦
絵
の
よ
う
な「
理
想
」
2 
に
終
始
し
て
い
た
が
、
戦
地
で
の
嘱
目
句
は
写
真
に
類
す
る
視
覚
的
な
表
現
を
可
能
に
し
た
。
し
か
し
、
空
間
的
な
「
結
構
布
置
」
に
偏
し
た
写
生
句
は
、
そ
の
背
後
に
横
た
わ
る
戦
争
と
い
う
事
態
に
は
肉
薄
で
き
て
い
な
い
。
他
方
、
当
時
の
文
画
壇
で
は
、
観
念
小
説
の
流
行
や
印
象
派
の
紹
介
な
ど
も
相
俟
っ
て
、
「
写
実
」
や
「
写
生
」
の
価
値
が
問
わ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
時
代
思
潮
の
煽
り
を
受
け
、
子
規
も
ま
た
「
理
想
」
へ
の
架
橋
を
見
据
え
た
「
写
生
」
観
を
構
築
し
て
い
く
。
第
三
章
「
子
規
俳
論
の
挫
折
―
―
明
治
二
十
九
年
前
後
の
俳
句
言
説
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
で
は
、
新
派
俳
句
勃
興
期
、
明
治
二
十
九
年
頃
の
俳
句
言
説
に
着
目
し
、
子
規
俳
論
の
時
代
的
な
屈
折
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
明
治
二
十
八
年
、
岡
野
知
十
「
俳
壇
風
聞
記
」（
明
二
八
・
九
・
一
～
一
〇
・
一
『
毎
日
新
聞
』）
で
新
派
俳
句
の
台
頭
が
報
じ
ら
れ
る
と
、
子
規
ら
日
本
派
は
「
叙
景
」
に
偏
し
た
一
派
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
評
価
自
体
は
、
俳
句
を
「
簡
単
」
な
「
天
然
」
に
適
し
た
詩
形
と
み
な
す
子
規
従
来
の
俳
句
観
と
軌
を
一
に
す
る
。
し
か
し
、
当
時
の
文
壇
で
は
人
事
句
の
乏
し
さ
が
槍
玉
に
上
が
っ
て
お
り
、
加
え
て
、
俳
句
自
体
の
「
文
学
」
的
価
値
を
問
う
声
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
翻
っ
て
、
子
規
が
虚
子
や
碧
梧
桐
の
「
複
雑
」
な
趣
向
を
顕
揚
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
批
判
的
な
論
調
に
実
例
で
応
戦
す
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
野
放
図
な
表
現
内
容
の
複
雑
化
は
、
と
も
す
れ
ば
俳
句
を
散
文
の
断
片
へ
と
解
体
し
か
ね
な
い
。
本
章
で
は
、
新
派
俳
句
勃
興
期
に
お
け
る
俳
句
評
価
の
葛
藤
が
、
子
規
の
ジ
ャ
ン
ル
横
断
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。 
 
次
に
、
第
四
章
か
ら
第
七
章
に
か
け
て
、
俳
句
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
進
出
と
、
そ
れ
に
伴
う
俳
句
観
の
揺
ら
ぎ
に
つ
い
て
論
じ
る
。
ま
ず
第
四
章
「
子
規
に
お
け
る
連
句
の
位
置
―
―
「
変
化
」
に
対
す
る
評
価
を
軸
に
―
―
」
で
は
、
子
規
の
連
句
観
を
彼
の
実
作
と
関
連
づ
け
な
が
ら
再
評
価
す
る
。
従
来
、
子
規
は
連
句
排
斥
論
者
と
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
発
端
で
あ
る
「
芭
蕉
雑
談
」（
明
二
六
・
一
二
・
二
二
『
日
本
』）
で
は
、「
一
貫
せ
る
秩
序
と
統
一
」
を
伴
う
「
変
化
」
に
対
し
て
評
価
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
子
規
は
日
清
戦
後
の
明
治
二
十
八
年
頃
に
改
め
て
連
句
に
関
心
を
寄
せ
始
め
る
。
た
だ
し
、
当
時
の
連
句
実
作
で
は
三
句
の
転
じ
が
軽
視
さ
れ
て
お
り
、「
変
化
」
に
基
づ
く
「
人
事
」
へ
の
傾
斜
が
認
め
ら
れ
る
。本
章
で
は
、そ
う
し
た
連
句
評
価
の
偏
向
性
を
共
時
的
な
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
直
し
た
い
。
続
く
第
五
章
「
子
規
と
日
清
戦
後
の
新
体
詩
―
―
俳
句
と
散
文
の
あ
い
だ
で
―
―
」
で
は
、
子
規
の
新
体
詩
を
同
時
代
の
詩
壇
と
の
関
わ
り
の
中
で
再
検
証
す
る
。
子
規
は
明
治
二
十
九
年
八
月
か
ら
約
一
年
半
、
集
中
的
に
新
体
詩
を
発
表
し
て
い
る
。
彼
の
作
風
は
し
ば
し
ば
「
俳
句
的
」
と
評
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
「
人
事
」
を
中
心
と
し
た
叙
事
的
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
本
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
子
規
は
新
体
詩
の
領
野
に
お
い
て
、
一
方
で
は
俳
句
と
の
差
別
化
を
図
り
つ
つ
、
他
方
で
は
散
文
に
は
な
い
韻
文
の
独
自
性
を
模
索
し
て
い
る
。
別
言
す
れ
ば
、
俳
句
に
不
適
当
と
さ
れ
た
「
複
雑
」
な
趣
向
を
、
他
ジ
ャ
ン
ル
で
探
究
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
第
六
章
「
子
規
の
短
歌
革
新
、
そ
の
変
転
―
―
鉄
幹
子
規
不
可
並
称
説
を
視
座
と
し
て
―
―
」
で
は
、
子
規
の
短
歌
革
新
に
お
け
る
短
歌
観
の
揺
ら
ぎ
を
辿
る
。
特
に
、
明
治
三
十
三
年
の
「
鉄
幹
子
規
不
可
並
称
説
」
に
着
目
し
、
根
岸
派
歌
人
に
よ
る
同
時
代
言
説
を
点
検
す
る
こ
と
で
、
そ
の
系
争
点
を
見
直
す
。
短
歌
革
新
出
発
期
、
明
治
三
十
一
年
頃
の
子
規
は
短
歌
を
俳
句
同
様
「
客
観
」
偏
重
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
規
定
し
た
が
、
明
治
三
十
三
年
の
時
点
で
は
「
主
観
」
を
積
極
的
に
価
値
づ
け
て
い
る
。
本
章
で
は
そ
う
し
た
変
化
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
子
規
が
想
定
す
る
俳
句
像
を
短
歌
の
側
か
ら
照
射
し
た
い
。
第
七
章
「
子
規
の
「
写
生
」
と
俳
句
の
帰
趨
―
―
写
生
文
と
写
3 
生
画
を
経
由
し
て
―
―
」
で
は
、
最
晩
年
の
子
規
に
照
準
を
合
わ
せ
、
写
生
文
と
写
生
画
の
実
践
に
伴
う
ジ
ャ
ン
ル
観
の
変
化
を
描
出
す
る
。「
写
生
」
と
い
う
方
法
論
を
導
入
す
る
と
き
、「
複
雑
」
な
散
文
は
「
簡
単
」
な
「
天
然
」
を
包
摂
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
水
彩
画
の
実
作
は
、
俳
句
に
代
わ
り
、「
天
然
」
の
色
彩
の
よ
り
直
截
的
な
表
現
を
可
能
に
し
た
。「
写
生
」
の
拡
張
が
新
た
な
表
現
世
界
を
切
り
開
く
中
、
最
晩
年
の
子
規
は
ど
の
よ
う
に
俳
句
と
向
き
合
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
 
最
後
に
第
一
部
の
補
論
と
し
て
、
子
規
の
俳
句
と
漢
詩
文
の
接
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
俳
句
言
説
の
共
時
態
と
直
結
す
る
論
点
で
は
な
い
が
、
ジ
ャ
ン
ル
の
横
断
と
い
う
観
点
か
ら
子
規
の
俳
句
観
を
考
え
る
上
で
、
漢
詩
文
か
ら
の
影
響
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
補
論
一
「
子
規
に
お
け
る
俳
句
と
漢
詩
文
の
接
点
」
で
は
、
子
規
に
よ
る
漢
詩
の
俳
句
翻
案
と
、「
蕪
村
句
集
講
義
」
で
の
発
言
を
取
り
上
げ
る
。
明
治
二
十
八
年
春
、
子
規
は
漢
詩
句
を
詞
書
に
持
つ
句
を
集
中
的
に
残
し
て
い
る
。
当
時
の
彼
は
、
漢
詩
を
俳
句
へ
と
翻
案
す
る
に
際
し
、
原
詩
の
内
容
を
巧
み
に
取
り
込
み
つ
つ
、
両
ジ
ャ
ン
ル
の
差
異
を
意
識
的
に
演
出
し
て
い
た
。
ま
た
、
漢
詩
文
に
基
づ
く
蕪
村
句
を
評
釈
す
る
際
に
は
、「
写
生
」
や
「
叙
景
」
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
原
詩
に
「
俳
諧
的
」
な
要
素
を
加
え
た
句
も
肯
定
的
な
評
価
し
て
い
る
。
続
く
補
論
二
「
子
規
の
漢
詩
文
的
連
想 
―
―
「
句
合
の
月
」
を
読
み
な
が
ら
―
―
」
で
は
、
随
筆
「
句
合
の
月
」（
明
三
一
・
一
一
・
一
〇
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
二
巻
二
号
）
に
注
目
す
る
。
同
記
事
で
は
、「
空
想
」
に
基
づ
く
句
作
の
過
程
を
綴
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
通
底
す
る
漢
詩
文
的
な
発
想
に
つ
い
て
は
従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
。
本
章
で
は
、『
水
滸
伝
』
の
趣
向
や
子
規
自
筆
漢
詩
抜
書
帳
『
随
録
詩
集
』
に
も
触
れ
な
が
ら
、
「
句
合
の
月
」
末
部
の
句
「
見
送
る
や
酔
の
さ
め
た
る
舟
の
月
」
の
背
後
に
あ
る
発
想
の
契
機
を
読
み
解
く
。 
 
第
二
部
「
日
本
派
の
自
立
と
変
遷
―
―
高
浜
虚
子
の
動
向
に
即
し
て
―
―
」 
第
二
部
で
は
、
明
治
三
十
年
代
の
虚
子
に
注
目
し
、
新
派
俳
句
の
主
潮
を
成
し
た
日
本
派
が
時
流
の
中
で
内
部
分
裂
し
て
い
く
過
程
を
追
う
。
虚
子
は
明
治
三
十
一
年
以
降
、
一
時
的
な
中
断
を
挟
み
な
が
ら
も
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』の
編
集
兼
発
行
人
を
務
め
た
。彼
は
同
誌
を
介
し
て
日
本
派
の
大
勢
に
関
与
し
て
お
り
、
時
局
を
見
据
え
な
が
ら
自
ら
の
俳
句
観
を
様
々
に
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
、
子
規
没
後
の
明
治
三
十
年
代
後
半
以
降
、
碧
梧
桐
と
の
対
立
図
式
を
演
出
す
る
俳
句
言
説
を
通
じ
て
、
ジ
ャ
ン
ル
の
境
域
も
頻
繁
に
揺
れ
動
く
こ
と
と
な
る
。 
 
第
八
、
九
章
で
は
、
明
治
三
十
年
代
前
半
に
お
け
る
俳
句
言
説
の
地
殻
変
動
を
、
虚
子
の
動
向
に
即
し
て
検
証
す
る
。
ま
ず
、
第
八
章
「
明
治
三
十
年
前
後
の
虚
子
俳
論
―
―
日
清
戦
後
の
「
文
学
」
の
中
で
―
―
」
で
は
、
新
派
俳
句
勃
興
期
の
虚
子
俳
論
を
日
清
戦
後
と
い
う
時
代
相
の
中
で
読
み
解
い
て
い
く
。
虚
子
は
明
治
二
十
八
年
末
頃
か
ら
新
聞
『
日
本
』
や
雑
誌
『
日
本
人
』
で
俳
論
を
発
表
し
始
め
、
そ
の
中
で
俳
句
を
「
叙
景
詩
」
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
し
か
し
、
日
清
戦
後
文
壇
で
要
請
さ
れ
る
「
大
文
学
」
に
迎
合
す
る
中
で
、「
人
事
」
や
「
時
間
」
と
い
っ
た
「
複
雑
」
な
表
現
内
容
を
積
極
的
に
摂
取
し
、
率
先
し
て
定
型
か
ら
逸
脱
し
て
い
く
。
本
章
で
は
、
そ
う
し
た
「
新
調
」
か
ら
定
型
へ
と
回
帰
す
る
要
因
を
探
り
、
虚
子
俳
論
の
通
時
的
な
一
貫
性
を
批
判
的
に
見
直
し
た
い
。
な
お
、
一
連
の
議
論
は
第
一
部
第
三
章
で
検
討
し
た
子
規
俳
論
の
挫
折
を
、
虚
子
の
側
か
ら
照
射
し
直
す
試
み
と
言
え
る
。
続
く
第
九
章
「
虚
子
と
「
感
4 
じ
」
の
時
代
―
―
明
治
三
十
四
年
前
後
の
俳
句
言
説
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
で
は
、
明
治
三
十
四
年
前
後
に
お
け
る
俳
句
言
説
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
取
り
上
げ
、
そ
の
中
で
揺
ら
ぐ
虚
子
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
当
時
、
子
規
の
病
状
が
悪
化
す
る
の
に
伴
い
、
俳
句
の
外
延
的
な
価
値
を
問
う
ジ
ャ
ン
ル
論
は
後
退
し
、
各
論
者
の
「
感
じ
」
に
基
づ
く
句
評
や
俳
人
評
が
前
景
化
し
て
い
た
。
本
章
で
は
、
先
行
研
究
で
看
過
さ
れ
て
き
た
「
澤
蟹
の
」
句
論
争
、
そ
れ
と
相
前
後
し
て
催
さ
れ
た
「
俳
談
会
」
に
目
を
向
け
、
議
論
に
よ
る
句
評
の
実
態
に
迫
る
。
さ
ら
に
、「
主
観
」
に
偏
し
た
虚
子
の
句
風
や
選
句
が
「
わ
か
ら
な
い
」
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。 
 
第
十
章
か
ら
十
二
章
、
補
論
三
で
は
、
子
規
没
後
、
明
治
三
十
年
代
後
半
に
お
け
る
日
本
派
の
動
揺
を
多
角
的
に
論
じ
る
。
ま
ず
第
十
章
「
温
泉
百
句
論
争
再
考
―
―
子
規
没
後
の
俳
句
言
説
を
通
じ
て
―
―
」
で
は
、
明
治
三
十
六
年
に
勃
発
し
た
虚
子
と
碧
梧
桐
の
温
泉
百
句
論
争
を
再
検
証
す
る
。
従
来
こ
の
論
争
は
、
両
者
の
本
質
論
的
な
俳
句
観
の
対
立
に
還
元
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
主
張
を
共
時
的
な
俳
句
言
説
の
中
に
布
置
し
直
す
と
き
、
そ
の
状
況
論
的
な
側
面
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
当
時
の
日
本
派
で
は
、
先
輩
俳
人
へ
の
「
盲
従
」
と
そ
れ
に
対
す
る
反
発
が
顕
在
化
し
て
い
た
。
論
争
を
先
導
し
た
虚
子
は
、
日
本
派
の
指
標
と
な
る
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
を
引
き
受
け
る
立
場
か
ら
、
子
規
没
後
俳
壇
の
警
醒
を
図
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
本
章
で
は
、
当
時
の
碧
虚
両
者
の
句
風
に
も
目
を
向
け
、
先
行
論
の
一
元
的
な
評
価
を
批
判
的
に
読
み
替
え
る
。
次
に
、
第
十
一
章
「
虚
子
に
お
け
る
連
句
の
位
置
―
―
明
治
三
十
七
年
俳
壇
の
一
側
面
―
―
」
で
は
、
明
治
三
十
七
年
後
半
の
俳
句
言
説
を
照
射
す
る
視
点
の
一
つ
と
し
て
、
虚
子
の
連
句
復
興
及
び
俳
体
詩
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
虚
子
は
長
大
な
「
連
句
論
」（
明
三
七
・
九
・
一
〇
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
七
巻
一
二
号
）
を
発
表
し
、
子
規
以
来
軽
視
さ
れ
て
き
た
連
句
を
「
文
学
」
と
し
て
再
評
価
し
よ
う
と
企
て
た
。
し
か
し
、
当
時
の
実
作
は
彼
が
主
張
す
る
よ
う
な
多
彩
な
「
変
化
の
巧
」
を
必
ず
し
も
体
現
で
き
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
俳
体
詩
も
そ
の
独
自
性
を
十
分
に
発
揮
で
き
ず
に
い
た
。
こ
う
し
た
拙
速
な
連
句
復
興
と
俳
体
詩
の
背
後
に
は
、
俳
壇
の
停
滞
感
を
払
拭
す
る
意
図
が
透
か
し
見
え
る
。
結
局
そ
れ
ら
は
一
過
的
な
現
象
と
し
て
収
束
し
て
い
く
が
、
虚
子
は
こ
の
挫
折
を
経
て
、
写
生
文
や
小
説
と
い
っ
た
散
文
に
傾
倒
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
第
十
二
章
「
虚
子
と
「
俳
句
趣
味
」
の
時
代
―
―
明
治
三
十
九
年
前
後
の
散
文
評
価
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
で
は
、
明
治
三
十
九
年
前
後
に
お
け
る
「
俳
句
趣
味
」
と
い
う
術
語
の
共
時
態
を
掘
り
起
こ
し
、
虚
子
の
俳
句
観
の
屈
曲
を
明
ら
か
に
す
る
。
明
治
三
十
八
年
の
虚
子
は
自
派
の
写
生
文
を
「
俳
句
趣
味
」
の
散
文
と
し
て
喧
伝
し
、「
客
観
」
や
「
写
生
」
の
精
密
さ
に
そ
の
独
自
性
を
見
出
し
て
い
た
。
だ
が
一
方
で
、
俳
句
の
領
域
で
は
碧
梧
桐
と
の
差
別
化
を
図
る
目
論
見
か
ら
、「
主
観
」
や
「
空
想
趣
味
」
を
積
極
的
に
支
持
し
て
い
る
。
各
ジ
ャ
ン
ル
内
で
独
自
の
居
場
所
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
虚
子
だ
っ
た
が
、
小
説
へ
の
転
進
を
企
て
る
中
、
新
た
な
写
生
文
の
方
向
性
と
し
て
「
主
観
的
写
生
」
を
提
唱
し
始
め
る
。
翻
っ
て
、
従
来
の
写
生
文
と
類
比
的
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
俳
句
は
、「
客
観
」
に
偏
し
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
遡
及
的
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 
 
最
後
に
補
論
三
「「
余
裕
」
な
き
時
代
の
「
低
徊
趣
味
」
―
―
「
斑
鳩
物
語
」
を
中
心
に
―
―
」
と
し
て
、
虚
子
の
第
一
小
説
集
『
鶏
頭
』（
明
四
一
・
一
、
春
陽
堂
）
か
ら
「
斑
鳩
物
語
」
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
伏
流
す
る
同
時
代
的
な
文
脈
を
明
ら
か
に
す
る
。
特
に
、
俳
句
と
の
連
続
性
を
批
判
的
に
見
直
す
手
掛
か
り
と
し
て
、
同
作
に
お
け
る
「
余
裕
」
の
描
か
れ
方
と
、「
低
徊
趣
味
」
の
批
評
性
に
注
目
す
る
。 
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第
三
部
「
古
句
研
究
か
ら
新
傾
向
俳
句
へ
―
―
河
東
碧
梧
桐
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」 
第
三
部
で
は
、
古
句
研
究
と
新
傾
向
俳
句
の
二
点
を
軸
に
、
碧
梧
桐
を
取
り
巻
く
俳
句
言
説
の
一
端
を
探
っ
て
い
く
。碧
梧
桐
も
虚
子
同
様
、子
規
の
推
挙
を
得
て
日
本
派
の
有
力
俳
人
と
し
て
文
名
を
馳
せ
た
。
た
だ
し
、
彼
の
場
合
、
子
規
や
虚
子
ほ
ど
俳
壇
の
情
勢
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言
し
て
い
な
い
。
特
に
、
新
派
俳
句
興
隆
期
、
明
治
三
十
年
代
前
半
の
碧
梧
桐
は
専
ら
古
俳
書
の
紹
介
や
俳
文
的
な
紀
行
文
に
注
力
し
て
お
り
、
当
時
の
俳
句
言
説
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
子
規
没
後
の
明
治
三
十
年
代
後
半
以
降
、『
日
本
』
俳
句
欄
を
継
い
で
虚
子
と
の
派
閥
対
立
が
鮮
明
化
し
て
く
る
と
、
明
治
四
十
年
代
に
は
新
傾
向
俳
句
の
推
進
者
と
し
て
俳
壇
の
一
時
代
を
画
す
る
こ
と
と
な
る
。 
 
第
十
三
、
十
四
章
で
は
、
碧
梧
桐
の
古
句
評
価
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
第
十
三
章
「『
猿
蓑
』
を
読
み
解
く
碧
梧
桐
―
―
新
声
社
版
『
俳
句
評
釈
』
の
振
幅
―
―
」
で
は
、
碧
梧
桐
の
最
初
の
単
著
『
俳
句
評
釈
』（
明
三
二
・
五
、
新
声
社
）
及
び
『
続
俳
句
評
釈
』（
同
・
一
一
、
同
前
）
を
取
り
上
げ
、「
評
釈
」
と
い
う
営
為
か
ら
浮
か
び
上
が
る
柔
軟
な
俳
句
観
に
光
を
当
て
た
い
。
同
書
は
元
禄
期
の
『
猿
蓑
』
の
注
釈
書
で
あ
り
、
そ
の
序
文
で
は
「
元
禄
調
」
を
「
客
観
」
に
偏
し
た
未
熟
な
句
風
と
評
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
書
の
本
論
に
あ
た
る
各
句
評
で
は
、
そ
う
し
た
図
式
に
は
還
元
で
き
な
い
評
価
軸
の
揺
ら
ぎ
が
確
認
で
き
る
。
本
章
で
は
、
特
に
「
客
観
」
や
「
主
観
」
を
め
ぐ
る
『
猿
蓑
』
評
価
の
振
幅
を
検
証
し
、「
客
観
」
偏
重
と
目
さ
れ
て
き
た
従
来
的
な
碧
梧
桐
像
の
読
み
替
え
を
図
る
。
続
く
第
十
四
章
「
碧
梧
桐
の
「
写
生
」
観 
―
―
明
治
三
十
五
年
前
後
の
蕪
村
評
価
を
軸
に
―
―
」
で
は
、
明
治
三
十
五
年
前
後
の
碧
梧
桐
に
お
け
る
「
写
生
」
を
、
彼
の
蕪
村
評
価
と
関
連
づ
け
な
が
ら
分
析
す
る
。
先
行
論
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
日
本
派
俳
人
た
ち
は
蕪
村
を
「
写
生
」
の
模
範
と
し
て
受
容
し
、
そ
の
多
種
多
様
な
趣
向
を
矮
小
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
就
中
、
碧
梧
桐
は
「
写
生
趣
味
」
の
急
先
鋒
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
当
該
時
期
の
碧
梧
桐
に
と
っ
て
、「
写
生
」
は
斬
新
な
趣
向
や
句
法
を
評
価
す
る
際
の
常
套
句
で
あ
り
、
必
ず
し
も
「
写
生
」
の
み
を
以
て
蕪
村
句
を
評
価
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
句
評
や
実
作
に
お
い
て
「
古
人
の
趣
味
」
を
尊
重
し
て
お
り
、
自
身
も
「
写
生
」
に
拠
ら
な
い
句
作
を
実
践
し
て
い
る
。 
 
第
十
五
、
十
六
章
及
び
、
補
論
四
、
五
で
は
、
日
露
戦
争
前
後
か
ら
新
傾
向
俳
句
に
至
る
碧
梧
桐
の
動
向
に
光
を
当
て
る
。
ま
ず
、
補
論
四
「
明
治
三
十
七
年
前
後
の
川
柳
革
新
―
―
剣
花
坊
と
久
良
岐
の
分
か
れ
道
―
―
」
で
は
、
次
章
の
議
論
の
補
助
線
と
し
て
、
井
上
剣
花
坊
と
阪
井
久
良
岐
に
よ
る
川
柳
革
新
の
展
開
を
素
描
す
る
。
既
存
の
近
代
文
学
研
究
で
は
軽
視
さ
れ
て
い
る
が
、
日
露
戦
争
の
開
戦
と
相
前
後
し
て
、
明
治
の
新
川
柳
が
勃
興
し
て
い
る
。
明
治
三
十
六
年
七
月
、
剣
花
坊
は
『
日
本
』
紙
上
に
川
柳
欄
「
新
題
柳
樽
」
を
新
設
す
る
。
彼
は
川
柳
の
「
滑
稽
趣
味
」
を
強
調
し
、
柳
樽
寺
派
と
し
て
一
大
勢
力
を
築
い
て
い
く
。
一
方
、
川
柳
革
新
の
先
鞭
を
付
け
た
久
良
岐
は
、
後
進
の
剣
花
坊
に
対
す
る
対
抗
心
も
あ
り
、
「
江
戸
趣
味
」
に
基
づ
く
「
新
風
俗
詩
」
と
し
て
の
川
柳
を
鼓
吹
す
る
こ
と
と
な
る
。
本
章
で
は
、
従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
言
表
を
精
査
し
な
が
ら
、
両
者
の
確
執
を
決
定
づ
け
た
要
因
に
迫
り
た
い
。
第
十
五
章
「
剣
花
坊
・
日
露
戦
争
・
碧
梧
桐
―
―
時
局
の
中
の
川
柳
と
俳
句
―
―
」
で
は
、
柳
人
剣
花
坊
と
俳
人
碧
梧
桐
を
中
心
に
、
日
露
戦
争
前
後
に
お
け
る
柳
壇
と
俳
壇
の
情
勢
を
検
証
す
る
。『
日
本
』
紙
上
で
川
柳
革
新
を
推
進
し
て
い
た
剣
花
坊
は
、
日
露
開
戦
以
降
、
川
柳
を
「
滑
稽
趣
味
」
に
根
差
し
た
「
興
国
的
文
学
」
と
し
て
価
値
づ
け
て
い
く
。
一
方
、
当
時
の
俳
壇
で
は
戦
争
に
関
連
す
る
「
武
装
的
俳
句
」
が
流
行
す
る
6 
も
、
実
作
上
の
成
果
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
沈
静
化
し
て
い
く
。
他
方
、
碧
梧
桐
も
開
戦
当
初
は
記
者
と
し
て
の
従
軍
を
志
願
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
望
み
が
断
た
れ
る
と
、
時
勢
に
背
を
向
け
る
よ
う
に
「
文
学
」
至
上
主
義
的
な
俳
句
観
を
硬
直
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。 
続
く
第
十
六
章
「
写
生
と
旅
と
新
傾
向
俳
句
―
―
碧
梧
桐
の
第
一
次
全
国
行
脚
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
で
は
、
碧
梧
桐
に
よ
る
第
一
次
全
国
行
脚
の
実
態
を
、
句
風
の
転
回
と
い
う
観
点
か
ら
再
検
証
す
る
。
碧
梧
桐
は
明
治
三
十
九
年
八
月
か
ら
翌
四
十
年
十
二
月
に
か
け
て
北
日
本
各
地
を
周
遊
し
て
い
る
。
従
来
、
こ
の
第
一
次
全
国
行
脚
は
後
の
俳
壇
を
席
巻
す
る
新
傾
向
俳
句
の
端
緒
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。し
か
し
、
道
中
の
実
作
や
発
言
に
基
づ
く
限
り
、
当
時
の
碧
梧
桐
に
「
新
傾
向
」
へ
の
顕
著
な
変
化
は
見
出
し
難
い
。
本
章
で
は
、
同
時
代
の
俳
句
言
説
、
特
に
「
写
生
」
の
評
価
や
虚
子
の
位
置
づ
け
を
踏
ま
え
つ
つ
、
碧
梧
桐
が
新
傾
向
俳
句
の
登
場
に
果
し
た
役
割
を
批
判
的
に
見
直
し
た
い
。
最
後
に
、
補
論
五
「
新
傾
向
俳
句
と
い
う
企
て
―
―
大
須
賀
乙
字
を
中
心
に
―
―
」
と
し
て
、
碧
梧
桐
の
門
弟
大
須
賀
乙
字
に
よ
る
初
期
新
傾
向
論
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
碧
梧
桐
が
全
国
行
脚
を
挙
行
し
て
い
る
最
中
、
乙
字
は
同
門
の
若
手
俳
人
ら
と
句
作
に
精
進
し
、
言
語
学
や
心
理
学
の
知
見
を
踏
ま
え
た
俳
論
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
乙
字
俳
論
の
基
本
線
は
、
単
純
な
「
客
観
」
か
ら
の
脱
却
を
図
る
点
で
、
当
時
興
隆
し
て
い
た
象
徴
詩
論
や
自
然
主
義
論
と
部
分
的
に
重
な
り
合
う
。
そ
の
意
味
で
、
明
治
四
十
年
頃
の
初
期
新
傾
向
論
は
碧
梧
桐
に
よ
る
第
一
次
全
国
行
脚
の
成
果
で
は
な
く
、
乙
字
が
そ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
俳
句
観
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。 
                
